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学校再開後，お子様の様子はいかがでしょうか…。休校中の時と比べ，お子様に変容が見られますでしょう

か…。今回，このような状況であるからこそ，６月４日から行う個別電話懇談・面談において，ぜひ，お話を
させていただきたいという思いがあります。学校が再開したとは言え，お子様の生活リズムが，お子様の気持
ちが，一気にもとに戻ることは，難しい…と，考えます。だからこそ，保護者の皆様とお話をさせていただき，
より正確な，より多くのお子様に関する様子を把握し，これからの学校生活に生かしていきたい。職員の誰も
が，このような思いをもっています。とてもお忙しい中ではありますが，ぜひ，私達にお時間をいただければ
と願っています。どうぞ，よろしくお願いいたします。 
さて，登校時のチェックについてですが…。これまで，まだ，３回しか経験していませんが，子ども達は，

早くも，その手続き（チェックを受けるまでの流れ・すること）に慣れてきています。ランドセルを台の上に
置く，リスト表を取り出したら，ランドセルを背負う，挨拶をしてチェックを受ける…。しなければならない
ことの意味が，大切さがはっきりしているから，こんなに早く，習慣化するのでしょう。子ども達の気持ちが，
子ども達の姿が，とても嬉しいです。わずか３日ですが，１年生もランドセルを置いたり，背負ったりするこ
とが，きちんとできるようになってきています。すごいですね…！！ 
教室では，大きな声を出したり，触れ合ったりできないけれど，みんなといる時間を，空間を楽しんでいる

ようです。新しい学校生活について，おうちでもお話をしてください。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高槻っ子の４つの実践 … あいさつ・がんばり・おもいやり・いのち 

【２５日（月）の全校放送の内容】 
 
 高槻小学校のみなさん，おはようございます。こうして，全校のみなさんに，お話をするのは， 

久しぶりです。ようやく，この日がきて，校長先生は，とてもとても嬉しいです。今日から，みな 

さんも担任の先生やお友達との学校生活がスタートします。気持ちを新たに，どんなことにも，一生懸命にチャレン

ジしていきましょうね。 

 さて，今日は，校長先生から，４つのことを伝えます。校長先生のお話をあなたの心にしっかりと刻んでください

ね。一つ目は，喜びをかみしめるということです。学級のお友達，学校全体のお友達，先生方…たくさんの方との学

校生活が始まります。みんなと会えること，みんなと活動できることの喜びを味わい，しっかりと楽しんでください

ね。二つ目は，大丈夫という気持ちをもつということです。今回は，誰もが今までになかった初めてのことを体験し

ました。勉強のこと，友達のこと，いろいろなことが不安になっていると思います。しかし，みなさんには，おうち

の方がいます。学校では，先生がいます。地域の方もいます。みなさんは，たくさんの方々に守られています。だか

ら，困ったこと，悩んだことなど，自分だけで考えるのではなく，どんなことも周りの方に相談してください。必ず，

解決できます。大丈夫です。安心してください。三つめは，健康と命を守るということです。３密という言葉を聞い

ていると思います。私たちは，一人一人が守らなければならないことがあります。教室や廊下などにも，気を付ける

ことを貼っています。一つ一つについて，担任の先生としっかりとお話をして，これからの生活で実行していきまし

ょうね。最後の四つ目は，不安をもちすぎたり，恐れすぎたりして，人のせいにしないということです。コロナウイ

ルス感染症のことで，嫌がらせをしたり，いじめたりしているということが起きています。絶対にあってはならない

ことです。辛い思いをしているのは誰も同じです。みんなで助け合って，乗り越えていくことが大切です。 

 今，４つのお話をしました。初めに言いましたが，あなたの心に刻むことができましたか。いつでも，どこでも，

この４つのことを実行してくださいね。 

 最後に，嬉しいお知らせです。１年生２０名が入学しています。６年生と一緒に，２年生～５年生のみなさんも，

お兄さん，お姉さんとして，色々なお世話をしてくださいね。高槻小学校の新しい仲間です。よろしくお願いします。 
 

【校長室より…感謝の気持ち】 
  
 子ども達には，医療従事者，生活を支えているお仕事に携わられている方々，おうちや地域の方々への
感謝の気持ちをもってほしいといつも思っています。このことについても子ども達にお話をします。 
 

 


